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【File No.　　 遠山塚 とおやまづか　上矢作町漆原４２５番地３３】

　元亀３（１５７２）年１２月、武田信玄が甲斐・信濃の兵約
３千人をもって岩村城を攻略するため根羽方面から進攻し
た。これに対して、明知、苗木、飯羽、串原を主力として足
助、名倉、武節など東美濃・東三河の連合軍約５千人が上
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を中心に迎撃したが、武田の智将秋山虎繁の機略、甲信の戦
力の前に東濃三河連合軍は敗れた。明知城の城主であった総

昭和５０年には上矢作町指定文化財にも登録された

大将遠山景行は向井戸砦
とりで

にこもって苦戦したが、５、６騎残
したのみだったので血路を開いて落ち、漆原峰最北端のこの
地に自刃した。
　この上
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の戦死者を弔い、遠山神社として小さな碑が
建てられた。その後、明治４４年４月に地元を中心に近隣町
村有志の寄進によって現在の石碑となった。

３月中旬には、大平の福寿草が見頃となる。一説には、この上村合戦で武田軍の美濃侵略
の時、心臓に持病のあった武田信玄の強心剤として持ち込まれたものが自生したと言われ
ている。上村合戦ゆかりの地として併せて訪れてみてはいかがだろうか。
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